AI倫理方針（AIポリシー）
※ ［　　］を自社の内容に置き換えてください。文例は一般的な例です。守れない約束は書かず、個人情報の保護方針・情報セキュリティ方針・行動規範と食い違わないように整えてください。巻末の参考の表から、自社の業務に関わりの深い項目を選んで「4. 私たちの約束」を書きます。
1. 目的
［会社名］（以下「当社」といいます）は、AIを事業に生かしながら、お客様、取引先、社員、社会からの信頼を保つため、AIを使うときの考え方をこの方針に定めます。
2. 適用範囲
	項目
	内容

	対象の会社
	［当社・グループ会社］

	対象の業務
	［AIを使うすべての業務］

	対象の人
	［役員、社員、契約社員、派遣社員］

	AIとの関わり
	［利用する・提供する・開発する］



3. 基本の考え方
当社は、［重点の指針を自社の言葉で。例：人を中心に考え、AIの出力を人が確かめて使うこと、お客様と社員の情報を守ること、AIの使い方を説明できるようにすること］を大切にします。
4. 私たちの約束
	重点の指針
	約束（文例）

	透明性
	［例：お客様とのやり取りにAIを使う場合は、AIが応答していることをお知らせし、人の担当者に代わる方法を示します。］

	人間中心・公平性
	［例：人の評価や採用の判断にAIを使う場合は、AIの出力を参考の一つとし、最終の判断を人が行います。］

	プライバシー保護
	［例：お客様と社員の個人情報は、関係する法令と社内の規程に沿って扱い、会社が認めたサービス以外には入力しません。］

	セキュリティ確保
	［例：使うサービスの設定と情報の守り方を確かめてから使います。］

	教育・リテラシー
	［例：AIを使う社員に、使い方と注意点を学ぶ機会を設けます。］

	［　　］
	［　　］



5. 体制
	項目
	内容

	方針の責任者
	［役職・氏名］

	検討の場
	［AI委員会・経営会議］

	運用の文書
	［生成AIの利用ルール、審査の手順］



6. 問い合わせの窓口
この方針やAIの使い方についてのお問い合わせ・ご指摘は、次の窓口でお受けします。
［部署名］　［メールアドレス・問い合わせフォームのURL］
7. 見直し
この方針は、［年1回］と、AIの使い方を大きく広げたとき、法令や指針が改められたときに見直します。
	項目
	内容

	制定日
	［　　年　月　日］

	改定日
	［　　年　月　日］

	決定した会議体
	［取締役会・経営会議］



参考：AI事業者ガイドラインの共通の指針
総務省・経済産業省「AI事業者ガイドライン（第1.2版）」が、AIを開発・提供・利用するすべての主体に共通する指針として挙げる10項目です（要点は当サイトがまとめたものです。最新の版と本文をご確認ください）。
	指針
	要点
	自社で重点とするか

	人間中心
	人権や人間の尊厳を尊重する
	［する・しない］

	安全性
	生命・身体・財産などへの危害を防ぐ
	［する・しない］

	公平性
	不当な偏見や差別をなくすよう努める
	［する・しない］

	プライバシー保護
	関連する法令を守り、プライバシーを尊重する
	［する・しない］

	セキュリティ確保
	不正な操作による意図しない動作を防ぐ
	［する・しない］

	透明性
	検証できる状態を確保し、適切な情報を提供する
	［する・しない］

	アカウンタビリティ
	責任を果たし、取り組みの状況を説明する
	［する・しない］

	教育・リテラシー
	関係者への教育と啓発を行う
	［する・しない］

	公正競争確保
	公正な競争の環境の維持に努める
	［する・しない］

	イノベーション
	社会全体の革新に貢献する
	［する・しない］



AI-Ready.jp（https://www.ai-ready.jp）のひな形｜自社の状況に合わせてご利用ください




